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市民の広場

広

報

文

芸

おらシカゴさ行くだ
（早くも一年たっだ）

　皆さん一年間僕の広報の記事を読んでくださっ
てありがとうございます。僕の下手な日本語の文章でも面白かった
と言ってくれた人もいてとても嬉しかったです。でも、僕はもう帰
国するのでこれが最後の記事になります。一年間を振り返ってみる
と本当に短い時間でしたが、滑川の人々と触れ合うことによるいい
経験がいっぱいあり、とても幸運と思っています。
　幼稚園、保育園や小学校で子供たちや先生方と触れ合ってたくさ
んの事を知ることができたことは、僕にとって一番の思い出になる
でしょう。子供たちに英語の単語や歌を教えたり、いろんなアメリ
カのゲームで遊んだりしてとても楽しかったです。子供たちが少し
でも英語を習うことができて嬉しかった。そして、僕はそれよりも
重要なことを子供たちに教えようとしていたことに気づきました。
　それは、英語を習うことよりも外国語と他の国のことに興味を持
つことが子供たちにとって一番大事だと思います。他の国の人と会
話をして触れ合うことができるようになれると世界的なことも自分
自身のこともより良く知ることができると思います。
　国際交流員として滑川の国際化を進めるのに何をすれば一番いい
か考えてみました。外国人がもっと住みやすい環境にすることや外
国の文化にもっと身近に触れ合うことができることが大事だと思い
ます。でも、この目的を果たすには子供たちに国際交流に興味を持
ち楽しめるようなチャンスを与えることが一番だと思います。そし
て、そのチャンスを与えるのにこの一年間で僕が少しでも役に立て
てよかったと思います。
　子供たちの国際交流の興味をベースとして、滑川市がこれからも
国際化を進め、より素晴らしい市となっていけることを祈っていま
す。また僕が滑川に帰ってきた時には皆さんが元気よく外国人とな
じみ会って暮らしていることを期待しています。
　短い一年間でしたがいろんな経験や思い出を僕に下さって本当に
ありがとうございました。これからも皆さんにgood healthとbest of 
luckを願っています。いつかまたシカゴか滑川で会いしましょう。

国際交流員 ヨシヒロ･サカ
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掲載をご希望の方は
企画情報課広報担当まで（内線223）

in なめりかわ人

滑川市イメージアップガール
「乙姫」霊

たまさき

崎亜
あ ゆ み

由美さん（安田）
「ほたる」平

ひらい

井梨
り り か

々花さん（上市町）
　お二人は、ふるさと龍宮まつりで、滑川市
の観光などをＰＲするイメージアップガール
に委嘱されました。
　「海」が好きというお二人は、「家では深
層水をお風呂や食事に使ってます」（霊崎さ
ん）、「海を眺めるのが好きで、よく見に来
ています」（平井さん）という滑川のＰＲに
ふさわしいお二人。
　今後の活動については「もっと滑川を知っ
ていただけるようにがんばります」（霊崎さ
ん）、「県内外の人たちに、もっと好きにな
ってもらえるようにがんばります」（平井さ
ん）とそれぞれ抱負を語っていただきました。
　これから１年間よろしくお願いします。

こんにちは！

 〔パパ〕恭平 さん
 〔ママ〕しのぶ さん （常光寺）
  いつも元気いっぱい
  かわいい みきちゃんでいてね。

･･････お母さんより

 谷井 未
み き

樹 ちゃん
（１歳10か月）
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郵便番号
住　所
氏　名
クイズの答え
希望のプレゼント
（ご意見・ご感想）

　家庭で使われずに眠っている品物や探しているけど見つ
からない品物はありませんか。
◆ゆずります
　応談・新生児服（女子用）　・学習デスク（木製２台）
　　　・ベビーカー（Ｂ型）　・ベビーラック
◆求めます
　応談・車いす
　　　・チャイルドシート（幼児用）
　　　・男の子用自転車（12インチ）
　ゆずりたいものや探しているものがある場合は、生活環
境課（内線３２２）までご連絡ください。

ゆずります・求めます

夏季教養講座
と　き　８月 6日㈯　19:00 ～
ところ　市民会館３階大会議室
演　題　孝徳心
　～子どもたちの未来を考えよう市民の集い～
講　師　京都　清水寺貫首　森　清範さん

第７回　日本を美しくする会
滑川掃除に学ぶ大会　　　　

と　き　８月7日㈰　8:30受付（雨天決行）
　　　　9:00 ～ 11:30　公共施設を清掃
　　　　昼食（無料）後、閉会式、解散
集合場所　滑川中学校体育館
＊掃除用具は事務局で用意します。
　多数のご参加をお待ちしています。
問合せ先　石倉宗一（世話人代表）
　　　　　（☎４７５－３６０７）

No.1 登場
　６月25日・26日に市総
合体育センターで15チー
ムが参加して行われた、
新川地区夏季ミニバスケ
ットボール大会で優勝し
ました。
　現在メンバーは16人で、
田中小・寺家小で週４回
練習しています。「優勝
できてうれしかった。北
信越大会、全国大会に出
場できるようがんばって
いきたい」と話してくれ
ました。

新川地区夏季ミニ
バスケットボール大会優勝
滑川ポニーテールズ

とやま特産大使大募集
　とやまブランドを PRするにふさわし
い明るく活発な方をお待ちしています。
応募資格　満 18 歳以上の富山県内在住
　の方（既婚・未婚を問いません。高校
　生は除きます）
応募方法　申込書に必要事項を明記し、
　写真 2枚（上半身 1枚、全身 1枚）を
　同封の上、ご応募ください。（自薦・
　他薦を問いません）
募集期間　9月 7日㈬まで　必着
応募・問合せ先
　〒 930-8501（住所記載不要）
　　富山県農林水産部食料政策課内
　　食祭とやま実行委員会事務局
　　「とやま特産大使コンテスト」係
　　☎ 444-3271　FAX444-4410

写真右が霊崎さん、左が平井さん


